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静岡大学イノベーション社会連携推進機構（地域連携生涯学習部門）

　　　　

Newsletter No.31, Division of  Regional Collaboration and Lifelong Learning

No.31 October 2015

イノベーション社会連携推進機構教授　阿 部　耕 也

2015年度社会教育主事講習実施報告

　4年ぶりとなる静岡大学社会教育主事講習は、静岡・
愛知・岐阜の3県からあわせて14名の受講生を迎え、
開催されました。7月27日の静岡市産学交流センター
での開講式・講義に始まった講習は、国立中央青少年
交流の家と静岡県立焼津青少年の家での2回の宿泊研
修をはさみながら、8月22日、静岡県男女共同参画セ
ンター・あざれあでの演習グループワーク成果発表会
で約4週間の長丁場が締めくくられました。
　静岡大学にとっては、静岡・愛知・岐阜・三重の4

県を対象とした東海ブロックに入ってから実施する3

回目の社会教育主事講習となりました。これまで長く
続いてきた傾向ですが、受講者が年々減少しているた
め、前回に引き続き、演習グループを2班構成としま
した。全体の人数が少なかったため、研究集録は今回
の受講生にとって負担が大きかったかもしれません。
講義後や数少ない休日にも、演習グループワークのた
めの資料集めや施設訪問をしたり、職場の同僚に資料
収集を依頼したり、また受講生がチームワークを発揮
しながら休む間もなく奮闘され、要求される課題を成
し遂げることができました。その健闘に敬意を表した
いと思います。 

　本学の社会教育主事講習では、グループワーク・班
単位での共同作業に大きな比重を置いています。研究
集録として上梓された論文も、各人ごとではなく、グ
ループの共同作業でまとめ上げられ提出されます。読
み合わせ、互いによる批評・助言、全体へのまとめあ
げなど、受講生が費やした時間と労力は大変なもので
すが、それによって得たものも多々あるように感じら
れます。遠慮のない批判を通じて得られる自己の客観

化、様々な背景を持ちながら対等な立場で進められる
チームワーク、そして協力して学び合うことの充実感。
何よりこの講習・演習で作り上げられたネットワーク
は、各受講生にとって公私ともども大きな財産になる
のではないかと思います。幸い受講者へのアンケート
でも満足度が高く、今後に役立つ講習だったと評価い
ただきました。
　生涯学習教育研究センターからイノベーション社会
連携推進機構・地域連携生涯学習部門へと改組された
のが平成24年度ですので、機構として本講習の運営に
携わるのは今回が初めてとなります。学部等と比べる
と教職員の数が少ないところを経験豊かな講師陣に支
えられ、また運営面でも、運営委員会委員長の木村雅
和機構長ならびに教育学部長の菅野文彦先生には手厚
くサポートいただきました。
　また、講習期間中、講習会場として利用させていた
だいた各施設関係者の方々には厚く御礼申し上げま
す。施設の受け入れ準備、研修中の細やかなお心遣い
など、スタッフの方々の惜しみないご協力は大変あり
がたいものでした。とりわけ、国立中央青少年交流の
家の服部英二所長には、施設・運営面でのご支援だけ
でなく、社会教育に関わる貴重なご講義もいただきま
した。
　受講生の今後のご活躍を祈念するとともに、本講習
の運営その他多方面にわたりご協力いただいた静岡県
教育委員会社会教育課ならびに関係諸機関、講師の先
生方、本学関係教職員の方々には厚く御礼申し上げま
す。
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■日程表

月/日
午前 午後 夜間

会場
8:50～10:20 10:30～12:00 12:50～14:20 14:30～16:00 16:10～17:40 19:00～20:30

7月27日
（月）

10:00～12:00
［社会教育演習］
開講式・オリエンテーション

［生涯学習概論］
生涯学習の意義
（阿部耕也）

16:10～17:10
［社会教育演習］
グループワーク
（阿部・石川）

静岡市産学交流
センター7階大会
議室

7月28日
（火）

9:30～12:40
［生涯学習概論］
生涯学習と家庭教育
（林 のぶ）

13:30～16:40
［生涯学習概論］
生涯学習と社会教育
（静岡県教育委員会事務局社会教育
課）

16:50～18:20
［社会教育演習］
グループワーク
（阿部・石川）

7月29日
（水）

9:30～12:40
［生涯学習概論］
社会教育の内容・方法と形態
（渋江かさね）

13:30～15:00
［生涯学習概論］
生涯学習情報
学習相談
（松永由弥子）

15:10～16:40
［生涯学習概論］
社会教育と社会
教育行政
（文部科学省）

16:50～18:20
［社会教育演習］
グループワーク
（阿部・石川）

7月30日
（木）

［社会教育演習］
社会教育施設見学

［生涯学習概論］
生涯学習と学校教育
（猿田真嗣）

［社会教育演習］
グループワーク
（阿部・石川）

（宿泊）
国立中央青少年
交流の家

7月31日
（金）

［生涯学習概論］
地域社会における学習支援システム
（阿部耕也）

［社会教育演習］
野外活動

［社会教育演習］
グループワーク
（阿部・石川）

8月1日
（土）

［生涯学習概論］
生涯学習関連施
設の経営
（服部英二）

［社会教育演習］
グループワーク
（阿部・石川）

8月3日
（月）

［社会教育演習］
グループワーク
（阿部・石川）

［社会教育計画］
社会教育の評価
（原 義彦）

［社会教育演習］
グループワーク
（阿部・石川）

静岡大学附属図
書館6階大会議
室

8月4日
（火）

［社会教育計画］
社会教育施設の事業と経営
（浅野 毅）

［社会教育計画］
学習相談の方法
（松永由弥子）

［社会教育計画］
社会教育の広報・
広聴
（河井孝仁）

［社会教育演習］
社会教育施設見
学

静岡市立登呂博
物館

8月5日
（水）

［社会教育計画］
調査の意義と内容
（阿部耕也）

［社会教育計画］
社会教育の対象の理解と構造化
（野島正也）

［社会教育演習］
グループワーク
（阿部・石川）

静岡大学附属図
書館6階大会議
室

8月6日
（木）

［社会教育演習］
グループワーク
（阿部・石川）

［社会教育計画］
現代的課題と社
会教育
（阿部耕也）

［社会教育計画］
社会教育計画
（渋江かさね）

［社会教育演習］
グループワーク
（阿部・石川）

8月7日
（金）

［社会教育演習］
グループワーク
（阿部・石川）

［社会教育計画］
学習情報の提供システム
（桑村佐和子）

［社会教育演習］
グループワーク
（阿部・石川）

8月10日
（月）

9:45～12:00
［社会教育特講］
青少年の学校外教育の組織化
（白木賢信）

［社会教育特講］
文化財の保護と世界遺産
（柴垣勇夫）

［社会教育演習］
グループワーク
（阿部・石川）

8月11日
（火）

［社会教育特講］
キャリア教育と地域課題
（宇賀田栄次）

［社会教育特講］
博物館と文化活動
（金子 淳）

［社会教育演習］
グループワーク
（阿部・石川）

8月12日
（水）

［社会教育特講］
社会教育施設の
ネットワーク化
（石川宏之）

［社会教育特講］
法教育の現状と
社会教育
（磯山恭子）

［社会教育特講］
キャリア教育と生涯学習
（山﨑保寿）

［社会教育演習］
グループワーク
（阿部・石川）

8月17日
（月）

［社会教育演習］
社会教育施設見学

［社会教育特講］
博物館と地域づ
くり
（石川宏之）

［社会教育特講］
生涯スポーツの
理論と実際
（村田真一）

［社会教育演習］
グループワーク
（阿部・石川）

［社会教育特講］
博物館と地域づ
くり
（石川宏之）

（宿泊）
静岡県立焼津青
少年の家

8月18日
（火）

［社会教育演習］
野外活動

［社会教育特講］
大学の機能開放・
拡充
（阿部耕也）

［社会教育特講］
社会教育法制
（梅澤 収）

［社会教育演習］
グループワーク
（阿部・石川）

［社会教育演習］
グループワーク
（阿部・石川）

8月19日
（水）

［社会教育特講］
少子高齢化社会とNPO
（日詰一幸）

8月20日
（木）

［社会教育特講］
リスクマネージメントと防災教育
（前田恭伸）

［社会教育特講］
多文化共生と教
育
（宇都宮裕章）

［社会教育特講］
欧米の社会教育
の歴史
（菅野文彦）

［社会教育演習］
グループワーク
（阿部・石川） 静岡大学附属図

書館6階大会議
室

8月21日
（金）

［社会教育演習］
グループワーク
（阿部・石川）

8月22日
（土）

［社会教育演習］
成果発表会・閉講式 静岡県男女共同

参画センター
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2015年度静岡大学公開講座

　今年度の公開講座は、下の表のとおり、4月から翌
年3月にかけて多彩な14講座を実施しています。それ
ぞれの専門分野を活かした、特色ある講座となってい
ます。東西に長い静岡県の地形を考慮し、静岡、浜松、

三島など、静岡県の県内各所で開講し、静岡キャンパ
ス、浜松キャンパスをはじめ、静岡音楽館AOIや三島
市民文化会館などが会場となっています。
　

2015年度地域連携応援プロジェクト

　2011年度より「地域連携応援プロジェクト」として、
本学学生・教職員が主体となり、すでに地域団体や自
治体等と協働で取り組んでいる、または、新たに取り
組もうとする地域の活性化につながる活動を学内で公
募し、支援しています。2015年度は16件の応募があり、

うち11件を採択しました。
　これらの取り組みにより、学生・教職員の主体的な
地域連携活動が促進され、より地域と連携した静岡大
学になることを期待しています。年度末には成果報告
書を刊行し、学内外に広く配布する予定です。

採択したプロジェクト一覧　
部局 代表者 プロジェクト名

教育学部 池田 恵子 湖西市における多様性に配慮した地域づくりのための地域女性団体サポート事業

教育学部 大塚 玲 きんもくせい土曜教室（発達障害児の学習等支援活動）

教育学部 河村 道彦 人、自然、世界とふれあう「しきじ土曜倶楽部」支援プロジェクト

教育学部 川原﨑 知洋 デザインで地域を活性化する「笑顔でつなぐポスター展」プロジェクト

教育学部 後藤 友香理 遊びや体験活動を通して学びに熱中する子ども育成の場「ちびっこ寺子屋プロジェクト」

教育学部 田宮 縁 静岡市東豊田学区における雑紙回収率アップ事業

教育学部 藤井 基貴 学生と地域社会の協働による地域防災力向上プロジェクト

教育学部 松永 泰弘 静岡市子どもクリエイティブタウン「まある」との連携による動くおもちゃものづくり・あそび・
まなび体験支援プロジェクト

教職大学院 矢崎 満夫 学生ボランティアによる「＜つながりづくり＞実践事例集」の開発～学校・地域における多文化
共生理念の共有化を目指して～

情報学部 杉山 岳弘 浜松市における地域文化の情報発信のための「浜松鈴鈴（りんりん）」発行事業

情報学部 田中 宏和 静岡県西部地域の農業活性化に向けたサポート事業

講座名 講師 日時 会場 対象 定員 受講料 主催

中国人による中国講座ー日本
人の知らない中国［全10回］

人文社会科学部准教授・張 盛開
静岡大学非常勤講師・王 元武
静岡大学非常勤講師・盧 思
静岡大学非常勤講師・周 佩芳

4/11・18・25、5/16・
23・30、6/13・20、7/4・11
（土）14:00～16:00

静岡キャンパス 一般市民 60 無料 人

安心登山・アウトドア活動のた
めの読図とナヴィゲーションスキ
ル（初級編）

教育学部教授・村越 真
オリエンテーリング日本代表・小泉成行

4/29（水）9:30～16:30 静岡キャンパス
及び屋外

登山・アウトドア活動
を行う一般市民

25 3,000 教
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講座名 講師 日時 会場 対象 定員 受講料 主催

私のミカン～ミカンの通年管理
教室～［全5回］

技術部技術専門職員・成瀬博規
技術部技術職員・周藤美希
農学部准教授・八幡昌紀

5/12、7/14、9/15、
11/17、3/1（火）13:30～
15:30

農学部附属
地域フィールド
科学教育研究
センター藤枝
フィールド

一般市民 10 10,000 技

施設栽培技術講習会［全4回］農学部准教授・切岩祥和
（株）ヒノン農業取締役社長・影山雅也
ダブルエム研究所所長・狩野 敦
静岡県農業技術研究所職員
（株）アームズ取締役・三倉直巳
農学部教授・鈴木克己

6/10・24、7/15・29
（水）10:20～14:15

静岡キャンパス 一般市民 15 2,100 農

音楽授業のための民謡入門
［全3回］

教育学部教授・志民一成 7/31（金）、8/4・25（火）
13:00～16:00

静岡音楽館
AOI

小・中学校教員（音
楽）及び小・中学
校の教員を目指して
いる方

30 無料 教

弾いてみよう和楽器、歌ってみ
よう日本音楽［全3回］

教育学部准教授・長谷川 慎
長唄演奏家（長唄三味線方）・東音高橋智久
長唄演奏家（長唄唄方）・東音小林百合

8/5（水）10:00～15:00、
8/12（水）・13（木）
10:00～16:00

静岡音楽館
AOI

小・中・高等学校
教員及び伝統音楽
指導に興味のある方

16 無料 教

遺伝子の世界を見てみよう
［全2回］

グリーン科学技術研究所准教授・道羅英夫 8/5（水）10:00～17:00、
8/6（木）10:00～15:00

静岡キャンパス 県内高校生 20 無料 グ

伊豆半島における地質・自然・
文化遺産と人びとの関わり［全
3回］

人文社会科学部准教授・今村直樹
人文社会科学部教授・篠原和大
理学部准教授・徳岡 徹

8/29、9/12・26（土）
14:00～16:00

三島市民文化
会館

一般市民、伊豆半
島ジオガイド協会会
員およびジオパーク
関係者

80 無料 イ

安心登山・アウトドア活動のた
めの読図とナヴィゲーションスキ
ル（中級編）

教育学部教授・村越 真
プロアドベンチャーレーサー・宮内佐季子

10/3（土）9:30～16:30 静岡市郊外
（屋外）

過去に初級編を受講
した方、又は地形図
の基礎知識がある登
山経験者で6㎞程度
を無理なく歩ける方

20 3,600 教

静大キャンパス探訪
～静岡キャンパスの自然と歴史～
［全3回］

ふじのくに地球環境史ミュージアム・岸本年郎
理学部准教授・徳岡 徹
人文社会科学部教授・篠原和大

10/3・17・24（土）10:00
～12:00

静岡キャンパス 一般市民、学生、
小中高生（中学生
以下は保護者同伴）

20 無料 キ

人間生活のリスクと幸せ
［全6回］

人文社会科学部教授・橋本 剛
人文社会科学部教授・平岡義和
人文社会科学部准教授・吉田 崇
人文社会科学部教授・荻野達史
人文社会科学部教授・笠井 仁
人文社会科学部教授・田中伸司

10/6・13・20・27、
11/10・17（火）18:30～
20:00

アイセル21（静
岡市葵生涯学
習センター）

一般市民 30 無料 人

サツマイモを食べよう！
～サツマイモの収穫・調理教室～

農学部助教・浅井辰夫
技術部技術専門職員・西川浩二
技術部技術専門職員・成瀬和子

10/31（土）9:00～12:00 農学部附属
地域フィールド
科学教育研究
センター藤枝
フィールド

一般市民（小学生
以上）

20 600 農

情報学部公開講座2015 情報学部教授・竹内勇剛
情報学部教授・大島律子
情報学部講師・原田伸一朗

11/7（土）10:30～12:00 浜松キャンパス 興味のある方ならど
なたでも

150 無料 情

トレイルランナーのためのランニ
ングとリスクマネジメント

教育学部教授・村越 真
team TECNICA・山田高志

2016/2/20（土）9:00～
16:00

静岡キャンパス
及び屋外

日常的にランニング
（ロード・トレイルを
問わず）を実施し、
トレイルランニングに
興味を持つ市民

15 3,900 教

［主催欄凡例］
 イ ＝イノベーション社会連携推進機構（地域連携生涯学習部門） 人 ＝人文社会科学部　　教 ＝教育学部　　農 ＝農学部
 情 ＝情報学部　キ ＝キャンパスミュージアム　グ ＝グリーン科学技術研究所　技 ＝技術部
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静岡大学創立60周年記念事業を継承した連携講座

1　静岡大学・読売新聞連続市民講座「〈生きる〉を考える」
回 開催日 タイトル 講師 参加者

1 8/22（土） 変貌する身体と生命～サイボーグ化とデジタル化の未来～ 松田 純（静岡大学人文社会科学研究科特任教授） 118

2 10/11（日） 老いを科学する～老化と寿命はどこからやってくるのか？～ 丑丸敬史（静岡大学理学部教授） －

3 10/31（土） 医療と身体を考える
～図像から読み解く西洋中世医学の文化史～

久木田直江（静岡大学人文社会科学部教授） －

4 11/22（日）〈死〉とともに生きる～死ぬとは？生きるとは？～ 竹之内裕文（静岡大学農学部教授） －

5 1/9（土） 生むこと、生まれること～家族と社会を問い直す～ 白井千晶（静岡大学人文社会科学部准教授） －

■会　場：あざれあ（静岡県男女共同参画センター）6階大ホール　
■参加費：無料
■連携先：読売新聞東京本社静岡支局

2　静岡大学・中日新聞連携講座「光の不思議な世界」
回 開催日 タイトル 講師 参加者

1 10/3（土） 光子をとらえよ：X線の新しい情報を引き出すフォト
ンカウンティングCT

青木 徹（静岡大学電子工学研究所教授） 81

2 11/8（日） 瞳をキャッチ：近赤外光を利用した瞳孔検出技術・
視線検出装置の開発

海老澤嘉伸（静岡大学大学院総合科学技術研究
科教授）

－

3 12/5（土） 自然界にない光で見えるものとは：テラヘルツ波の
発生と応用

佐々木哲朗（静岡大学電子工学研究所特任教授） －

4 1/23（土） トンボの目で極限現象を見る：ヒトとは違う見方で、
見えてくる

香川景一郎（静岡大学電子工学研究所准教授） －

5 2/13（土） 近未来は光健康診断：光を使って体の活動や健康
状態を測る

庭山雅嗣（静岡大学大学院総合科学技術研究科
准教授）

－

■会　場：静岡大学浜松キャンパス　　
■参加費：無料　　
■連携先：中日新聞東海本社

3　静岡大学・ユーコープ連携講座「伊豆半島における地質・自然・文化遺産と人びとの関わり」

回
三島会場 静岡会場

タイトル 講師
開催日 参加者 開催日 参加者

1 8/29（土） 66 11/22（日） － 韮山代官江川氏と伊豆半島の幕末維新 今村直樹（静岡大学人文社会科学部
准教授）

2 9/12（土） 58 11/29（日） － 石棺と築城石‐考古学から見た伊豆石の利用‐ 篠原和大（静岡大学人文社会科学部
教授）

3 9/26（土） 62 11/8（日） － 伊豆半島の植物と植生 徳岡 徹（静岡大学理学部准教授）

■会　場：［三島会場］三島市民文化会館大会議室　　［静岡会場］静岡市葵生涯学習センター4階研修室
■参加費：無料　　
■連携先：生活協同組合ユーコープ（静岡会場連携先：生活協同組合ユーコープ・葵生涯学習センター）
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　静岡大学と（株）ジュビロは、2015年4月に包括連携協定を締結しました。協定締結後、最初の事業として、
小学3年生対象のサッカークリニックを開催しています。今後も両者でさまざまな事業を展開し、地域社会の発
展に貢献していきたいと考えています。

■小学3年生対象「静大・ジュビロサッカークリニック浜松（U9）」
　浜松サッカー少年団に所属する小学3年生を対象とした練習会です。2014年春に完成した静岡大学浜松キャン
パスの人工芝グラウンドフットサルコートを活用し、ジュビロ磐田のコーチが指導を行い、本学サッカー部が
協力して運営補助にあたります。

2015年度上半期（4月～9月）の事業報告

班 日時 会場

1班・5班 4/17、5/1・15、6/5・19、7/3・17、9/4（金）19:00～20:30

静岡大学浜松キャンパス
2班・6班 4/24、5/8・22、6/12・26、7/10・24、9/11（金）19:00～20:30

3班・7班 10/23、11/6・20、12/4・18、1/15、2/5・19（金）19:00～20:30

4班・8班 10/30、11/13・27、12/11・25、1/22、2/12・26（金）19:00～20:30

主催事業
	
　地域連携応援プロジェクト
	成果報告／公募説明会

　2015年度「地域連携応援プロジェクト」の公募に際
し、前年度のプロジェクトの成果報告会を開催しまし
た。
・日時：2015年5月8日（金）13:30～15:15

・会場：［静岡会場］静岡大学静岡キャンパス事務局　
　　　別館1A会議室、［浜松会場］静岡大学浜松　　
　　　キャンパスイノベーション社会連携推進機構　
　　　棟1階カンファレンスルーム※遠隔テレビシ　
　　　ステムで2会場を結んで実施。
・プログラム：
①「静岡県内の公共機関と協働する子どもたちのため
　の造形プログラムの開発運営事業」プロジェクト代
　表者：川原﨑知洋（静岡大学教育学部講師）
②「敷地でまなび、世界をつなぐ「しきじ土曜倶楽部」
　支援プロジェクト」プロジェクト代表者：河村道彦
　（静岡大学教育学部准教授）
③「本が好きな子、集まれ！キッズチャレンジ静大図
　書館」プロジェクト代表者：鈴木雅子（静岡大学学
　術情報部図書館情報課長）、松下昭重（静岡大学学

　術情報部図書館情報課電子情報係主任）
・参加者数：21人
・参加費：無料

	 公開セミナー
	「学ぶって楽しい！～大学で学ぼう～」

　知的障害のある人が、学校卒業後も生涯学習の機会
を持ち、より豊かな人生を送ることができることを目
的に、「学ぶって楽しい！」と題する公開セミナーを
実施しました。知的障害のある人にとっても、学び続
ける機会があることで、社会参加の幅が広がり、人生
をより豊かにすることができます。ボランティアの
方々も含めたくさんの方々に参加いただきました。
・日時：2015年6月28日（日）9:15～12:15

・プログラム：
［演習］「アイスブレイク～学びのなかま～」講師：
大畑智里（静岡県立静岡北特別支援学校教諭、学校
心理士）

［講義①］「伝統漁法　柴上げ漁から考える環境問題」
講師：大村大輔（環境保全活動団体balance代表）

［講義②］「心理学で考える「やる気」との付き合い方」
講師：伊田勝憲（静岡大学教職大学院准教授）

・参加費：無料
・参加者数：88人

静岡大学と（株）ジュビロとの協働事業
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・会場：静岡大学大学会館
・企画：静岡県障害者就労研究会

　大村公民館教養講座
	「歴史講座3回シリーズ」

・プログラム：
①8/7（金）「百年前の中国人留学生―教育を通した
日中交流の栄光と挫折―」
　講師：戸部 健（静岡大学人文社会科学部准教授）
②9/1（火）「ヨーロッパ史「中世チェコの都市とビー
ル」」
　講師：藤井真生（静岡大学人文社会科学部准教授）
③10/1（木）「スコットランド独立投票から考えるイ
ギリス史」
　講師：岩井 淳（静岡大学人文社会科学部教授）
・参加費：無料
・会場：焼津市大村公民館
・主催：静岡大学イノベーション社会連携推進機構、
　　　   焼津市大村公民館

　大村公民館夏休み子ども館外学習
	「静大キャンパス散策」

　焼津市大村公民館とともに地域の小学生を対象とし
た静大キャンパスツアーを企画実施しました。当日は、
学生ボランティアが子どもたちを案内し、大学教授に
よる授業や馬術部での乗馬などを体験、広いキャンパ
ス内を散策しました。とくに授業では「大学の先生は
どんなことをしているの？」、「研究ってどんなことを
するの？」といった講義に加え、実際にシリコーンで
身近なものを型どったり、αGELの衝撃吸収性の実演
を見たりしながら、楽しく大学の授業を体験しました。
・日時：2015年8月6日（木）9:30～15:50

・会場：静岡大学静岡キャンパス事務局別館1A会議室
・講師：坂本健吉（静岡大学理学部教授）

・参加者数：26人

	 公開シンポジウム
	「津波防災まちづくりシンポジウム～松崎町の
津波対策と防災まちづくりを考える～」

　地域課題解決支援プロジェクトのモデル事業に選定
された松崎町で、防災と観光の融合を目指した津波防
災まちづくりシンポジウムを開催しました。住民参加
のパネル討論では地元ジオガイドや松崎高校生徒らが
登壇し、景観を保ちながら津波被害を減らす方策を議
論しました。
・日時：2015年9月5日（土）13:00～16:00

・会場：松崎町環境改善センター文化ホール
・プログラム：
【基調講演】
演題①「津波の想定と津波防災対策について」
　講師：原田賢治（静岡大学防災総合センター准教授）
演題②「津波避難対策と防災まちづくり」
　講師：照本清峰（人と防災未来センター研究主幹）
【報告】「新たな津波対策への取組について」
　報告者：下田土木事務所
【パネルディスカッション】
「松崎町の津波対策と防災まちづくりを考える」
・コーディネーター：原田賢治（静岡大学防災総合セ
　ンター准教授）
・参加費：無料
・参加者数：約300人
・主催：静岡県、松崎町

	 地方創生市民シンポジウム
	「浜松型次世代交通システムと観光産業振興に
よる地方創生！」

　地域課題解決支援プロジェクトのモデル事業に選定

共催事業 企画協力事業
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　1997年4月に前身の生涯学習教育研究センターが共
通教育A棟に設置され、その後1998年11月に理学部B

棟1階に移転してからの16年間、慣れ親しんだ場所か
ら移転することが2013年11月に決定し、2014年3月
からの段階的な移転を経て、2015年7月、本部事務局
別館2階への完全移転が完了しました。
　2012年4月に設立されたイノベーション社会連携推
進機構の産学連携推進部門と地域連携生涯学習部門が
一つの建物の同じフロアにまとまったことで、部門間
の連携が取りやすくなることが期待されます。また事
務局別館は静岡大学正門やバス停に近いため、学外か
らお越しの皆様にも分かりやすくなると思います。
　まだ学内・学外に広く周知されていないことから、
「場所がわからない」「構内で迷った」等のお声もいた
だきましたので、今回この誌面で報告します。
　なお、事務室への地図は部門ウェブサイトからご確
認いただけます。
・ウェブサイトURL

　http://www.lc.shizuoka.ac.jp/map.html

　2015年2月より、静岡大学地域連携メールマガジン
「大地通信」の配信がスタートしました。「大地通信」
とは、静岡大学イノベーション社会連携推進機構が配

信する地域連携・生涯学習情報のメールマガジンです。
静岡大学が地域の方々に提供する公開講座や市民開放
授業、講演会や教室などの情報を1か月に一度、第4

月曜日に市民の皆様にお知らせするとともに、本学の
学生・教職員が地域社会の課題に向きあい協働する地
域連携や貢献活動についても積極的に発信していきま
す。
　「大地通信」という名称には、「大」学と「地」域を
繋げ共に発展していきたいという想いが込められてい
ます。地域連携の情報発信をしていくなかで、大学と
地域の協働のためのツールとなれば幸いです。
　メールマガジン配信の登録・解除およびバックナン
バーの確認は部門ウェブサイトからお願いします。
・ウェブサイトURL

　http://www.lc.shizuoka.ac.jp/mail_magazine.php

された浜松市で、次世代型路面電車システム（LRT）
導入による地域活性化策を探るシンポジウムを開催し
ました。2016年度からLRTを導入予定の宇都宮市に
よる経緯説明と、続いて行われた「LRTは地方創生の
切り札となるか！」をテーマにしたパネルディスカッ
ションでは活発な意見交換が行われました。
・日時：2015年9月12日（土）9:10～12:25

・会場：Uホール（浜松市勤労会館）
・プログラム：
【研究報告】
演題①「観光産業振興（浜名湖観光圏）による地方創生」
演題②「浜松型次世代交通システムによる地方創生」
【特別講演】「地方から創生する我が国の未来」
　講演者：石破 茂 （地方創生担当大臣）

・参加者数：約350人
・主催：浜松都市環境フォーラム
・後援：浜松市、静岡大学 他

市民開放授業
　
 　静岡大学市民開放授業は、静岡大学の学生が受講
している正規の科目を、一般市民の方に開放するもの
です。2015年度の前学期・通年の開講科目数・受講者
数の状況は下表のとおりです。

地域連携メールマガジン「大地通信」配信開始

地域と大学　第31号
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地域連携生涯学習部門ニュース

地域連携生涯学習部門の移転完了

開講科目数 受講者数
静岡キャンパス 浜松キャンパス 合計 静岡キャンパス 浜松キャンパス 合計

182 37 219 144 18 162


